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7. DiazinorLeとlindaneのニカメイガの起冬幼虫にたいする連合作用寿性 殺虫剤の生物訪

欧にLNする研')Jut.邦51報 長沢雑犬 ･柴三千代 (イハラ農薬研究所)40.1.23受理

ニカメイガの越冬幼虫に対する diazinoneとlindaneの迎合作用詔性を,滴下法によってえられ

た桐作別記録の結果から解析した舶来, 両薬物は致死に関して相同的にはたらくことをたしかめえ

1:.

ニカメイチュウの防除は parathionのような強力

な浸透性殺虫剤による一方, BHCの粉剤または粒剤

を水面に施用することによって.その日的が宋されて

いる.このBHCと同様な用途両の開発は,投近 di･

azinoneにおけてなされ,その著効は広くみとめられ

るにいたった.ところで BHCおよび diazinoneそ

れぞれのもつ作用機仙 ま.かなり異なるものと考える

が,両新がこうした特只な触FT]方法で一致した効果を

しめすことは,これらの迎合作JTl様式を一応光明して

みる必班性をここに旧ボしているといえよう.本文に

おいてのべようとすることは,そうした要求にそうた

めに,実験室の加悦において滴下法を応用した個休別

記録による方法で検討した結果である.本文にはいる

に先だち,ニカメイチュウの採班に御協力いただいた

根本政治,伏見主子の両氏に謝.Bを出する次邦であ

ち.

実験材料および方法

1. 鵬試非剤 :Diazinoneおよびlindaneは,それ

ぞれ-1J効成分含有星94.2%および>99% を表示する

researchgradeの試料で, これをアセトンで所要の

数段断に稲別してもちいた.なお両者の混用は1:1と

し,これをアセトンで同様に稀釈した.

2. Vと誠見出 :この火映にもちいたニカメイチュウ

は,静岡Tll'北'R束の水田で収機されたイネ誰からとり

Ilル て,おおむね48時Ilu以内に光則処刑をおこなっ

た.
3. 火鹸方法 :まづ置示式天秤で,ニカメイチュウ

の作_TRを秤鼓した後,micropipetをもちいてその背

部に所出の限度に稀釈した薬紋 2mm3を滴下処理し

た.処刑桐肘 ま垣行 9cm,高さ2cmのペトリ皿に,

3cm内外に切断した イネ弟と共に佃休別にいれて,

25oC.LM係払正俊約60,%の火映室の環境条件下におき,

48相川役にそれらの生死を記録した.この実験は1964

咋12Jl12E]から24日にいたる矧nJにおこなわれた.

34

実験括黒と考察

胴体別に記録した突放結果を表示すると,邦1髭の

ごとくである.これは体重あたりの処理典故 (pg/mg)

の対数をとり,その小さいものから噸次ならべて,そ

れぞれの共立における生(-),死(x)をかきいれたもので

ある.こうした実験記録をプロビットによって姫君止す

る方法については,Blissl)が報じ,筆者らもチャバネ

ゴキプt)に対するcarbary13)およびB-19465)のi!3位

またマウスに対するB-1946の急性経口砧性4)を評価

する際に応用した.それ故,計非法の詳細をのべるこ

とはそれらにゆづることとして,ここでは邦1滋の記

録を最初から10個体づつ塀災して,邦3回まで祁正計

罪をおこなってえられた要約をしめすにとどめる.そ

の結果は,邦2表のごとくである.これらの数値から

diazinone,1indaneおよび両者の等虫況合剤によっ

てえられた3回焔田線の平行性に関する検定をおこな

った結果が節3表で有意水準0.20において3回帰直線

Table2. Constantscomputedfrom thedata
showninTable1.Numberoiindividualsin

basicgroupis10andthefiguresaretheresult
ofthethirdapproximation.

Constants Diazinone Lindane Mixture

I(W) 1 45.18

I(wx) -104.81567

ズ ー2.3199573

I(wy) 223･77747

5i 4.9530206

lwx2] 1.072499

〔wxy〕 6.123403
b 5.70947

〔wJ2j 40･8025

x2 5.8411
〝 6

32.86

-30.82698

-0.9381309

164.88210

5.0177145

0.695870

4.611146

6.62645

37.6266

7.0711

3

48.00

-99.25041

-2.0677169

241.84478

5.0384329

1.144731

6.121951

5.34794

41.5592

8.8194

7
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Table1. Responseofthehibernatinglarvaeofthericestem borer,ChiEosub♪ressah's
Wa一ker.todiazinone,lindane,andtheir1to1combinationappliedtopicallylnaCetOne

solution･ DosagesinfLgpermgOfbodyweighthavebeenchangedtologarithmsand
arrangedinascendingorder.Theempiricalsub-lethal,intermediateandlethalzonesare

separatedbyhorizontallines.
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Table3. Analysisofvarianceofmortalityprobits.

DfergereedeoSmOf sum ofsquares
Mean
Square

F

Commonslope

Departurefrom parallelism

Separateslope

Heterogeneity

Total

1

2

3

6

2

1

2

22〔wxy〕/Z〔wxR]=97.5393

0.7174 B-0.3589 B/S2=0.2641

I(⊂wxy〕2/亡wx2j)-98.2567

-TIx2

2〔wy2〕

は光/Jl-'平行田係にあると考えることが可能である.

ところでさきにしるしたように diazinoneと lin･

daneはその作用機構においてかなり異なるものとお

もわれるが,それぞれとその等速混合物のもつ共益一

致柁糾 .IW-B組の角係数が,拙ilは1m の抽田内でひと

しいことは,一光づ両者の迎合作用はsimplesimilar

のU.なしめすという仮定をもうけて,Finney2)の方法

によって以後のm･析をすすめてもさしつかえないであ

ろう.

･て丈ザ bJ-2〔wxy〕/Z〔wx2]の式によって兆迫の角係

数5.78645をもとめ,これをもちいる3回帰直線の万

和式 Y≠a+bcxを再計罪すると, つぎのごとくであ

ち.

Diazinone Y1-18.37735+5.78645x

Lindane Y2-10.44615+5･78645x

Mixture Y3-17.00319+5.78645x

これから diazinoneおよび lindaneのニカメイガの

越冬幼虫に対する,対数単位でしめした LD50は,そ

れぞれ -2.31184および -0･94119で,これを文数

単位になおすと 0100488および 0･11450FLg/mgとな

ち.さらにこれから lindaneの diazinoneに対する

相対有効度をもとめると,

logp-(a2-al)/b=-1･37065

∴ p-10~L･37065-0･042594

となる.したがって両省の等虫混合剤のある薬量1は

diazinoneの典故

(n･l+p7r2)ユニ(0･5+0･04259×0･5)1-015212971

とひとしいすi効皮をしめすはずである.これから混合

剤の理論的にもとめられる共益一致死率何桁gi緑の-JJ一

程式は,

Y3′-al+b(7rl+pZr2)+bx

=18.37735+5.78645log0.521297+5.78645∬

=16.74031+5.78645∬

となる. これとさきにしめした天敵式とからdegree

ofsynergism をもとめると,

A8--17.00319-16.74031-0.26288

36

-21.7316 S2=1.3582

-119.9883

をえる.A3のvarianceを

V'AG)-品 〔荒 .普 +誓 碧 三

･如 1+畑 表'zwlfx㌍ 〕
の式によってもとめると, 0.041578となる.A.･の有

意性はつぎのごとくx2検定する.すなわち,

42/V(Arv･)-1.662

の伯は自由度1におけるx2-3.841より小である.し

たがってこの場合 diazinoneと lindaneのニカメイ

ガの越冬幼虫に対する迎合作用は,滴下法による左内

試敗の職閲では相同であると結論することが可随であ

る.

摘 要

1. ニカメイガの越冬幼虫に対するdiazinoneと

lindaneの迎合致死作用様式を滴下法により枚対 し

た .

2. 胴体別記録の方法によってえられた実験成机か

ら,diazinoneおよび lindaneのLD50を算定した給

料ま,それぞれ0･00488および 0･11450FLg/mgとな

った.

3. Lindaneの diazinoneに対する相対イi効此

p=0.04259をもちいて計許した. 両者を等iit氾合し

た場合の degreeofsynergism 4-0.26288を x2
検定した結果は有意性をしめさず,滴下法による宝内

試敗の犯園では,両者の迎合作用紹性は相打1]であると

結論することができた.
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SummAry

Twomm30facetonesolutionofdiazinone,

lindane.Ormixture(1:1)ofthesetwoinsec･

ticideswasappliedtopicallytotlledorsalside

ofthehibernatinglarvaeofthericestem borer

usingamicropipet. The moribund anddead

larvaewererecordedat48hoursafterapplica･

tion.Theresultofanalysisofvarianceshowed

thatthreedosage･mortality.regressionlinesare

parallel.TheLD50Valuescalculatedwere0.00488

/Lg/mgfordiazinoneandO･11450/Lg/mgforlin･

dane,sothatdiazinonewas23.5timesasto】くic

tothehibernatinglarvaeaslindane.Theresult

analysedbyFinney'smethodshowedttlatthe

typeofjointtoxicactionofmixtureof1part

ofdiazinone and 1partoflindane issimple

similar.

E▼aluationofPyretltroidirLIieroSeneandDeobaseagainstAdults0ftlteCoTrLmOnEot18e

FJy,MuBCadomeStEcavfcfTZaMACq･,bySettlingMistMetllCd. StudiesontheBiological

AssayofPyrethroids.2.KazuoBtlEl(PublicHealthResearchInstitute,Osaka･Fu)ShiroAsADA,

MasayoshiKoDAWA,AkeoHAstJOandMineoONrORl(ResearchLaboratory,TheNipponCamphor

Co.Ltd.,Robe)ReceivedJan.26.1965.BoLyu-Kagaku,30.37,1965.(withEnglishSummary,44)

8. 噴霧降下法によるピレスロイ ド石油液の イエバエに対す る効力について ピレスロイドの

生物試軌に関する研雅 邦2相★ 武術和雄 (大阪府立公衆術生研'71所)･班mTltT郎 ･児玉目先 ･蓬生明郎

大森出刃 (日本柿胴株式会社研死所)40.1.26受理

pyrethrins,allethrin,phthalthrin.barthrinおよび dimetllrinの5和のビレスロイドの,イエ

バエに対する効力を唄環降下法によって比恨検対しT:.致蒋下仰伝効)!lこ4･3いてはphthalthrinがも

っともすぐれていT=.致死効果においては,許下仰帳効力との光るdimethrinが爪も大 きい効力を示し

た. また用い1=桁妹のちがいがその効力に大きな好餌をあたえたので,その頚lqについて湾黙した･

近年ピレト1)ンの合成への研兜がすすみ,allethrin

は最も早くから実用化の段断にはいった代表的などレ

スロイドのひとつである.つづいて barthrin,dime･

thrinなどが合成され,その効果は Piquettetal .‖)

や Gersdorffetal.8J9)によって抑認され,すでに犬

用に伏せられている.放近本邦では住友化学工業株式

会社によって発見された phthalthrinは注目に肌する

新化合物である.

ピレスロイドの特徴として,いずれも安全殺虫剤と

しては恐らくこれ以上のものは望めないと思われるく

らい入荷に対する招性が低いこと,もうひとつの特徴

は昆虫に対し速効的な麻搾作用をもつことであり,有

機粕窮剤や燐剤の開発がすすんだ今日においても,な

15ピレスロイド系殺虫剤が家艇Tr]安全殺虫剤としてそ

の稲要がきわめて大きいのは,このようなFf!Ellにもと

づくのであろう.

phthalthrin(3,4,5,6-tetrahydrophthalimido･

methyldL-cJ'S-trapsChrysanthemate)は,アルコー

ル成分として従釆の cyclopentenoloneと同様の五貝

環隅道をもち,次のような弼造式を有する･

この報告は,噴霧降下法によってpyrethrins,al1e-

'附糾イエバエに対するピレトリン,アレス.)ンと合

成火力刑の非力効果について1)を第1報とする･

0

::;)C･C.I-ctトC･-?oH2C{ alr/＼
＼｡/ ＼?/＼＼/
/ ＼ O

CH3 CH3

Fig.1 StructuralformulaofHphthalthrin".

thrin,phthalthrin,barthrinおよび dimethrinの

5種のピレスロイドがイエバエを満下m偲 せしめる効

力と,致死にいたらしめる効力とについて比校突放を

行なったもので,さらにそれがm剤によってどのよう

な効力のひらきがあらわれろかな検討し.その要因に

ついて兜明しようとしたものである.

ホ研兜を行なうにあたF).試料を捉供され,また突

放に t朗,JJされた n淡 化学,住友商事, 島貿易,Mc･

LaughlinGomleyKingC0.の各社に謝意を表する

次郎である.

実験材料および実験方法

実験に供した pyrethrinsは長岡駆虫剤製造株式会

社製造の totalpyrethrins20%を含むエキスで,他

のピレスロイドはいずれ も工業製品を用いた.即ち

allethrinと phthalthrinは住友化学工業株式会祉撃退
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